
（　）広 報 や わ た 第   号市政ニュース令和　年（　　年）　月 2718５ 52023

火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和５年１月～３月累計（　）内３月分 昨年同期累計
火災出動 5件 (1) 6件
火災以外の出動 106件 (36) 119件
救急出動 1,046件 (321) 1,054件
搬送人員 936人 (301) 932人

　

春
の
野
菜
の
代
表
的
な
も
の
は
筍
で

す
。
今
年
、
本
市
で
は
３
月
下
旬
は
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
４
月
に
入
り
霜
注

意
報
な
ど
が
出
る
低
温
で
、
あ
ま
り
数

量
が
出
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
５
月
は

茶
摘
み
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
筍
の
よ
う

に
天
候
不
順
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で

す
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）
占
領

下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
日
本
帝
国

憲
法
の
全
部
改
正
と
い
う
形
で
施
行
さ

れ
た
の
を
記
念
し
、
国
の
成
長
を
期
す

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

八
幡
市
議
会
で
は
、
憲
法
９
条
を
メ

イ
ン
に
質
問
が
あ
り
、第
13
条
、14
条
、

25
条
、
26
条
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

９
条
と
前
文
や
98
条
と
の
関
連
を
踏
ま

え
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
21
名
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会

の
構
成
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
残
さ
れ
た

市
長
と
し
て
の
任
期
は
10
カ
月
と
な
り

ま
し
た
が
、
議
員
の
皆
様
と
と
も
に

〝
健
幸
の
ま
ち
〞
を
目
指
し
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

新
議
員
と〝
健
幸
の
ま
ち
〞目
指
す

新
し
い
議
員
決
ま
る

問選挙管理委員会（☎983‒5635）

選
が
43
・
27
％
で
し
た
。
新
議
員
の
皆
さ

ん
に
は
今
後
４
年
間
、
八
幡
市
民
の
代
表

と
し
て
府
政
、
市
政
の
発
展
を
担
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
議
員
の
皆
さ
ん
は
表
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
議
会
議
員
選

挙
が
４
月
９
日
に
行
わ
れ
、
２
人
の
新
議

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
23
日

に
は
八
幡
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

21
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
府
議
選
が
37
・
88
％
、
市
議

京
都
府
議
会・八
幡
市
議
会

府議会議員
氏　名 年　齢 住　所

西山　たつお 55 八幡土井
田島　よしみつ 50 八幡南山

市議会議員
山口　かつひろ 48 男山笹谷
寺田　けいすけ 25 八幡御馬所
福田　さよこ 53 戸津北小路
清水　あきよし 63 八幡山田
大野　ひろみ 43 八幡五反田
中村　のり子 49 男山香呂
たなべ　晴美 54 八幡名残
奥村　よりかず 63 八幡双栗
山田　よしひこ 61 男山金振
たかの　雅生 60 八幡垣内山
おおた　克彦 68 西山足立
小川　直人 48 八幡双栗

よこすか　生也 45 男山泉
山本　くにお 64 男山美桜
いわお　ひろし 70 八幡軸
かのう　善之 48 橋本東刈又
岡本　みのり 51 男山指月
小北　ゆきひろ 59 男山八望
南本　あきら 61 内里宮ノ前
中村　せいこう 72 橋本堂ケ原
さわむら　純子 67 橋本中ノ町
※掲載は得票順。年齢は府議会議員は４月９日
現在、市議会議員は４月23日現在の満年齢です。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
や
わ
た
３
月
号
４
面

「
ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま

す
」
お
よ
び
３
月
中
旬
ご
ろ
に

全
戸
配
布
い
た
し
ま
し
た
チ
ラ

シ
「
八
幡
市
役
所
環
境
業
務
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
」に
つ
い
て
、

一
部
地
域
の
燃
や
す
ご
み
の
回

収
曜
日
と
区
域
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
表
の
と
お
り
で
あ

り
、
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の

人
に
は
通
知
文
を
投
函
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
環
境
業
務
課

（
☎
９
８
３
・
５
３
４
０
）

※
燃
や
さ
な
い
ご
み
と
プ
ラ
マ

ー
ク
製
品
の
回
収
は
、
最
初
に

プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
の
回
収
に
行

き
、
そ
の
後
に
燃
や
さ
な
い
ご

み
の
回
収
に
伺
い
ま
す
。
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
職
員
１
５
０

人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
部
次
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
部
長
級
】

▽
健
康
福
祉
部
長
＝
久
保
豪
▽

福
祉
事
務
所
長
＝
森
谷
岳
▽
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
山
田

問
人
事
課

　
（
☎
９
８
３
・
１
７
９
２
）

令
和
５
年

市
議
会
第
１
回
定
例
会

　

２
月
27
日
に
開
会
し
た
令
和

５
年
八
幡
市
議
会
第
１
回
定
例

会
は
、
最
終
日
に
市
が
提
出
し

た
議
案
を
す
べ
て
可
決
・
同
意

し
、
３
月
29
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
に
追
加
提
出
し
た
人

事
案
件
は
、
教
育
長
に
小
橋
秀

生
氏
（
再
任
）
を
任
命
す
る
こ

と
に
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ

　

八
幡
市
観
光
基
本
計
画
で
重

要
施
策
と
し
て
掲
げ
た
「
文
化

財
活
用
な
ど
文
化
観
光
推
進

（
石
清
水
八
幡
宮
と
門
前
町
の

魅
力
向
上
）」を
進
め
る
た
め
、

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
文

化
観
光
ま
ち
づ
く
り
未
来
戦

略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

当
戦
略
は
「
史
跡
石
清
水
八

幡
宮
境
内
（
隣
接
地
含
む
）」

と
「
京
阪
石
清
水
八
幡
宮
駅
界

俊
士
▽
上
下
水
道
部
長
＝
上
村

文
洋
▽
こ
ど
も
未
来
部
参
与
＝

川
中
尚
▽
議
会
事
務
局
長
＝
田

中
孝
治

【
部
次
長
級
】

▽
危
機
管
理
室
参
事
＝
岡
本
浩

史
▽
福
祉
事
務
所
次
長
兼
家
庭

支
援
課
長
＝
古
住
新
▽
建
設
産

業
部
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
＝
西
岡
賢
治
▽
消
防
本
部

参
事
＝
大
東
康
之
▽
上
下
水
道

部
参
事
兼
上
水
道
課
長
＝
吉
田

行
広

と
に
つ
い
て
の
議
案
で
す
。

問
財
政
課

　
（
☎
９
８
３
・
２
８
７
９
）

隈
か
ら
東
高
野
街
道
沿
い
」
の

両
エ
リ
ア
に
お
い
て「
文
化
財
・

ま
ち
な
み
の
活
用
を
通
じ
て
、

そ
の
保
全
お
よ
び
魅
力
向
上
を

持
続
的
に
図
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
」、「
付
加
価
値
の
高
い

事
業
を
創
出
し
、
消
費
額
や
雇

用
者
数
の
増
加
に
よ
る
地
域
経

済
の
好
循
環
を
生
む
こ
と
」
を

目
標
に
、
目
指
す
姿
と
具
体
的

な
進
め
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

次
の
２
つ
の
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
役
所
２
階
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
令
和

５
年
度
〜
９
年
度
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
次
八
幡
市
地
域

福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

第
２
次
計
画
に
続
き
、
第
３

次
計
画
で
も「
つ
な
が
る
こ
と
」

の
重
要
性
を
踏
襲
し
「
手
と
手

が
つ
な
が
り　

広
が
る
輪　

み

ん
な
で
つ
く
る　

お
も
い
や
り

の
ま
ち
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
事

業
や
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課

　
（
☎
９
８
３
・
２
８
５
３
）

問
福
祉
総
務
課

　
（
☎
９
８
３
・
１
３
３
４
）、

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
９
８
３
・
４
４
５
０
）

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
文
化
観
光
ま
ち
づ
く
り
未
来
戦
略

第
３
次
八
幡
市
地
域
福
祉
推
進
計
画詳しくは左の

ＱＲコードから
詳しくは左の
ＱＲコードから

■曜日の誤り 誤 正
区域名 燃やすごみ 燃やすごみ

八幡大谷 火・金 月・木
八幡高坊（京阪電鉄線路より北側） 火・金 月・木
八幡西高坊 火・金 月・木
■区域名の誤り
誤 八幡河原崎（西山下奈良１号線沿い集積場より南）
正 八幡河原崎（西山下奈良１号線沿い集積場より北）
誤 男山雄徳（10番地）
正 男山雄徳（９番地６から９番地11までの集積場）


